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日本鋳造

低
熱
膨
張
合
金
の
輸
出
開
始

「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
半
導
体
装
置
向
け

国
内
は
3
Ｄ
製
品
初
受
注

厚
板

金属春秋

10
―
12
月
の
薄
板
需
給

は
年
初
か
ら
続
い
た
タ
イ

ト
感
の
維
持
に
黄
信
号
が

灯
り
つ
つ
あ
る
。
昨
秋
以

降
の
薄
板
需
要
を
け
ん
引

し
て
き
た
自
動
車
向
け
と

海
外
市
場
が
変
調
を
き
た

し
、
先
行
き
不
透
明
感
が

増
し
て
い
る
。
一
方
で
、

国
内
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
高

炉
の
休
止
や
改
修
準
備
な

ど
に
伴
い
、
供
給
余
力
が

一
段
と
低
下
す
る
見
込

み
。
強
弱
材
料
が
入
り
混

じ
る
展
開
に
関
係
者
は

「
こ
の
一
年
で
最
も
見
通

し
づ
ら
い
」（
扱
い
筋
）
と

困
惑
す
る
。

需
要
面
で
の
最
大
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
な

ど
で
生
じ
て
い
る
自
動
車

部
品
の
供
給
不
足
だ
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
は
先
月
、
8

―
9
月
の
大
幅
な
減
産
を

発
表
。
ト
ヨ
タ
・
シ
ョ
ッ

ク
と
も
言
わ
れ
た
が
、
通

期
で
の
生
産
計
画
は
変
更

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ

れ
ほ
ど
動
揺
は
広
が
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
先
週
、

10
月
も
大
幅
減
産
を
継
続

す
る
こ
と
を
発
表
し
、
併

せ
て
通
期
計
画
も
約
30
万

台
下
方
修
正
。
ト
ヨ
タ
・

シ
ョ
ッ
ク
は
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
。

減
産
の
主
因
は
部
品
の

生
産
拠
点
が
あ
る
東
南
ア

ジ
ア
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
で
、
ト
ヨ
タ
以
外
の

メ
ー
カ
ー
も
減
産
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
自
動

車
各
社
は
部
品
供
給
が
正

常
化
す
れ
ば
、
挽
回
生
産

を
目
指
す
方
針
だ
が
、
現

時
点
で
は
め
ど
が
立
た

ず
、
事
態
が
長
期
化
す
る

リ
ス
ク
も
あ
る
。

た
だ
、
主
力
向
け
先
で

あ
る
自
動
車
の
減
産
が
薄

板
需
要
の
減
少
に
直
結
す

る
の
は
間
違
い
な
い
が
、

10
月
以
降
は
高
炉
メ
ー
カ

ー
の
薄
板
生
産
能
力
も
大

幅
に
縮
小
す
る
た
め
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
は
「
7
―
9

月
と
変
わ
ら
ず
タ
イ
ト
感

を
保
つ
だ
ろ
う
」（
別
の
扱

い
筋
）
と
の
見
方
も
根
強

い
。
日
本
製
鉄
は
今
月
、

瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の

高
炉
を
休
止
す
る
。ま
た
、

来
年
は
日
鉄
が
名
古
屋
製

鉄
所
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

が
東
日
本
製
鉄
所
千
葉
地

区
の
高
炉
改
修
を
予
定
し

て
お
り
、
半
製
品
の
ス
ラ

ブ
の
造
り
だ
め
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

一
部
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は

慢
性
的
な
納
期
遅
れ
の
解

消
に
向
け
、
直
近
の
店
売

り
向
け
の
引
き
受
け
分
に

つ
い
て
、
通
常
時
の
5
割

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
要
請

し
た
。
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
側

は
自
動
車
の
減
産
が
長
引

い
て
も
需
給
が
大
き
く
崩

れ
る
こ
と
は
な
い
と
み

て
、
ひ
も
付
き
を
含
め
た

強
気
の
販
売
姿
勢
を
貫
く

構
え
で
、
今
後
も
メ
ー
カ

ー
販
価
は
高
止
ま
り
す
る

公
算
が
大
き
い
。

薄
板
市
況
は
8
月
以

降
、
中
小
建
築
な
ど
末
端

実
需
の
低
迷
や
、
ト
ヨ
タ

・
シ
ョ
ッ
ク
、東
京
製
鉄
の

販
価
据
え
置
き
な
ど
を
受

け
、
様
子
見
ム
ー
ド
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
。
当
面

は
新
た
な
材
料
待
ち
で
、

こ
う
着
状
態
が
続
く
見
通

し
だ
が
、
部
品
供
給
不
足

な
ど
の
不
安
要
素
が
取
り

除
か
れ
れ
ば
、
再
び
コ
ス

ト
プ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
フ
レ

の
流
れ
と
な
り
、
市
場
で

の
価
格
転
嫁
の
動
き
も
活

発
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

日
本
鋳
造
は
、
独
自
の
低
熱
膨
張
合
金
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
（
レ
ッ
ク
ス
）」の
輸
出
を

開
始
し
た
。
2
0
2
0
年
度
は
欧
州
向
け
、
21
年
度
は
ア
ジ
ア
向
け
で
半
導
体

製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
へ
の
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
の
引
き
合
い
は
増

え
て
お
り
、
将
来
的
に
輸
出
増
加
を
図
る
計
画
だ
。「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
の
輸
出
、
同
社

の
需
要
家
向
け
直
接
輸
出
は
初
め
て
と
な
る
。

今
回
輸
出
し
た

「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
は
需

要
家
ニ
ー
ズ
を
捕

捉
す
る
た
め
、
成

分
な
ど
ス
ペ
ッ
ク

を
調
整
し
た
も

の
。
欧
州
半
導
体

製
造
装
置
メ
ー
カ

ー
向
け
は
納
入
が

完
了
し
て
お
り
、

半
導
体
製
造
装
置

部
品
と
し
て
使
用

さ
れ
、
同
社
は
リ
ピ
ー
ト

受
注
を
期
待
し
て
い
る
。

国
内
は
受
注
競
争
が
激
し

い
こ
と
か
ら
、
輸
出
を
増

や
す
こ
と
で
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」

の
売
り
上
げ
を
引
き
上

げ
、
収
益
を
拡
大
す
る
。

「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
は
日
本
鋳

造
が
開
発
し
、
製
造
・
販

売
し
て
い
る
低
熱
膨
張
合

金
。
半
導
体
製
造
装
置
や

検
査
装
置
な
ど
高
い
精
度

が
求
め
ら
れ
る
先
端
技
術

分
野
に
お
け
る
部
品
で
採

用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
温
度
変
化
に
伴
う
寸

法
変
化
（
熱
変
形
）
が
と

て
も
小
さ
く
、
室
温
付
近

で
は
全
く
変
形
し
な
い
ゼ

ロ
膨
張
の
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
―
Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
や
、
一
般
的
な

金
属
の
半
分
程
度
の
「
Ｌ

Ｅ
Ｘ
55
」
な
ど
を
シ
リ
ー

ズ
化
し
、
広
範
・
多
岐
に

わ
た
る
需
要
家
ニ
ー
ズ
に

対
応
。
ま
た
、
3
次
元
積

層
技
術
（
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
）を
活
用
す
る
こ
と
で
、

コ
バ
ル
ト
含
有
率
を
極
限

ま
で
低
減
さ
せ
た
ゼ
ロ
熱

膨
張
率
合
金
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
―

3
Ｄ
Ｐ
」
の
開
発
に
も
成

功
し
、
国
内
特
許
を
取
得

し
て
い
る
。

「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
シ
リ
ー
ズ

は
炭
素
含
有
量
に
よ
っ
て

低
炭
素
系
と
高
炭
素
系
に

分
類
さ
れ
、
自
動
車
・
航

空
機
な
ど
機
械
部
品
用
の

金
型
に
対
応
す
る
高
温
域

や
、
電
子
部
品
・
航
空
宇

宙
関
連
部
品
な
ど
で
求
め

ら
れ
る
超
低
温
域
ま
で
広

く
カ
バ
ー
。
同
社
は
世
界

各
国
で
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

が
多
い
と
み
て
い
る
。

一
方
、「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
」
シ
リ

ー
ズ
は
国
内
向
け
販
売
も

順
調
に
進
捗
中
だ
。
1
月

に
は
国
内
半
導
体
製
造
装

置
メ
ー
カ
ー
向
け
小
物
量

産
部
品
と
し
て
、「
Ｌ
Ｅ
Ｘ

―
3
Ｄ
Ｐ
」
を
素
材
に
用

い
て
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で

造
形
し
た
3
Ｄ
積
層
造
形

品
を
初
受
注
し
、
継
続
的

に
出
荷
す
る
た
め
の
量
産

体
制
に
入
っ
た
。
現
在
、

複
数
需
要
家
に
サ
ン
プ
ル

出
荷
を
実
施
し
て
お
り
、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
―
3
Ｄ
Ｐ
」
を

素
材
と
す
る
3
Ｄ
積
層
造

形
品
に
つ
い
て
も
「
さ
ら

な
る
売
り
上
げ
増
加
を
目

指
す
」（
鷲
尾
勝
社
長
）
考

え
。

10
―
12
月
期
の
東
京
地

区
の
厚
板
市
況
は
強
も
ち

あ
い
の
見
通
し
だ
。高
炉
、

電
炉
メ
ー
カ
ー
の
継
続
的

な
値
上
げ
を
受
け
て
、
流

通
の
販
価
引
き
上
げ
は
伸

展
し
て
い
る
。
高
炉
メ
ー

カ
ー
を
筆
頭
に
厚
板
の
供

給
難
の
拡
大
で
需
給
の
ひ

っ
迫
感
が
強
ま
る
中
で
の

「
ナ
イ
モ
ノ
高
」
は
8
月

中
旬
を
境
に
や
や
沈
静
化

し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も

在
庫
は
低
水
準
に
あ
り
、

本
年
度
下
期
は
需
要
増
が

見
込
ま
れ
、
品
薄
状
態
は

続
く
公
算
が
高
く
、
ジ
リ

高
は
保
た
れ
そ
う
。
切
板

価
格
は
ト
ン
当
た
り
12
万

5
0
0
0
円
レ
ベ
ル
は
固

ま
っ
て
き
て
お
り
、
13
万

円
を
う
か
が
う
情
勢
。「
14

万
円
は
必
要
」(

扱
い
筋)

と
の
声
も
あ
る
。
メ
ー
カ

ー
値
上
げ
の
上
げ
幅
が
大

き
く
、採
算
確
保
の
た
め
、

販
価
是
正
へ
売
り
腰
を
弱

め
て
い
な
い
。

相
場
は
定
尺
（
19
㍉
、

5
×
10
）
が
ト
ン
当
た
り

12
万
1
0
0
0
―
12
万
円

3
0
0
0
円
ど
こ
ろ
。
需

要
の
基
調
は
強
く
、
需
給

の
タ
イ
ト
感
は
収
ま
っ
て

お
ら
ず
、
上
値
を
う
か
が

う
展
開
に
変
化
は
な
い
。

母
材
価
格
が
ア
ッ
プ
し
て

い
る
た
め
「
切

板
価
格
は
14
万

円
レ
ベ
ル
に
上

が
ら
な
い
と
、

採
算
的
に
合
わ

な
い
」（
同
）
と

い
っ
た
指
摘
も

あ
り
、
品
薄
の

中
で
、
今
後
も

販
価
是
正
が
続

く
こ
と
に
な

る
。厚

板
需
要
は
製
造
業
分

野
は
持
ち
直
し
の
動
き
に

あ
り
、依
然
と
し
て
堅
調
。

工
作
機
械
は
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
再
拡
大
が
影
響
し

て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、

半
導
体
製
造
装
置
を
は
じ

め
、
中
国
、
米
国
向
け
輸

出
は
活
発
で
高
水
準
を
持

続
す
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。
建
設
機
械
も
回
復
軌

道
を
た
ど
り
、
北
米
、
東

南
ア
ジ
ア
向
け
な
ど
伸
展

し
、
建
・
産
機
需
要
を
け

ん
引
す
る
。

厚
板
の
主
力
需
要
分
野

の
造
船
も
受
注
が
プ
ラ
ス

に
転
じ
、
建
造
量
は
増
加

し
て
い
る
。
韓
国
、
中
国

の
造
船
建
造
の
水
準
は
高

く
、
こ
れ
ら
に
国
内
造
船

も
追
随
す
る
形
だ
。
こ
の

た
め
国
内
で
は
鋼
材
供
給

が
タ
イ
ト
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

端
境
期
だ
っ
た
建
設
分

野
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
終
了
で
動
き
が
高
ま
る

方
向
だ
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
供
給

に
余
裕
は
な
く
、
納
期
の

短
縮
は
見
込
め
ず
、
流
通

段
階
で
の
在
庫
水
準
は
低

位
に
と
ど
ま
る
。
サ
イ
ズ

に
よ
っ
て
は
品
薄
感
も
強

く
、
早
期
に
状
況
が
解
消

さ
れ
る
情
勢
に
は
な
い
。

メ
ー
カ
ー
の
値
上
げ
幅

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
市

中
で
は
値
上
げ
幅
を
刻
み

な
が
ら
対
応
す
る
動
き
に

あ
る
。
品
薄
感
が
漂
う
中

で
、
流
通
サ
イ
ド
で
の
販

価
引
き
上
げ
が
引
き
続
き

焦
点
と
な
る
。

立
方
㍍
以
上
の
中
規
模

炉
で
課
題
を
抽
出
す

。直
接
水
素
還
元
炉
な
ど

上
限
3
4
5
億
円
を
支

。
低
品
位
鉱
石
の
水
素

接
還
元
に
向
け
、
小
規

炉
、
中
規
模
炉
で
実
証

験
す
る
。
水
素
と
天
然

ガ
ス
を
併
用
、
Ｃ
Ｏ
2
排

出
50
％
以
上
削
減
が
可
能

な
条
件
を
抽
出
す
る
。

直
接
還
元
鉄
の
製
鋼
時

に
電
炉
で
不
純
物
を
除
去

す
る
技
術
開
発
は
上
限
2

3
6
億
円
で
支
援
す
る
。

25
年
ご
ろ
ま
で
に
リ
ン
で

0
・
0
1
5
％
以
下
、
窒

素
で
40
�
以
下
と
す
る
電

炉
溶
鋼
の
不
純
物
除
去
の

要
素
技
術
を
開
発
。
26
年

ご
ろ
か
ら
大
規
模
試
験
電

炉
で
水
素
還
元
鉄
を
使
っ

て
実
証
実
験
し
、
実
機
設

備
仕
様
な
ど
に
必
要
な
条

件
を
設
定
す
る
。

不
足
を
背
景
に
中
国
の

値
が
高
騰
し
て
お
り
、

国
が
買
い
控
え
て
い
る

州
炭
も
連
れ
高
の
様

。
た
だ
、
中
国
着
価
格

5
0
0
㌦
を
上
回
り
、

過
ぎ
る
価
格
推
移
に
警

も
あ
り
、
今
後
も
上
昇

続
く
か
は
不
透
明
だ
。

豪
州
炭
を
買
い
控
え
る

で
、
中
国
が
依
存
す
る

ナ
ダ
な
ど
北
米
炭
の
中

着
価
格
は
ト
ン
5
1
5

と
い
う
。
先
週
か
ら
30

以
上
上
が
っ
た
。
モ
ン

ゴ
ル
炭
の
輸
入
が
停
滞

し
、
中
国
内
生
産
が
伸
び

悩
む
中
、
中
国
炭
価
格
は

さ
ら
に
高
い
と
い
う
。

先
週
か
ら
今
週
に
か
け

て
は
中
国
着
価
格
の
上
昇

を
豪
州
炭
の
上
昇
が
上
回

っ
た
。
豪
州
炭
は
歴
史
的

に
も
水
準
が
高
い
と
は
い

え
、
他
の
産
地
に
比
べ
て

大
き
く
割
安
の
ま
ま
。
中

国
の
豪
州
炭
買
い
控
え
が

も
た
ら
す
不
自
然
な
二
重

価
格
が
継
続
し
て
い
る
。

2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
、
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
原
料
に
鋼
材
を
生
産
す
る
電
炉

メ
ー
カ
ー
の
存
在
感
が
大
き
く
な
る
。

高
炉
メ
ー
カ
ー
に
も
電
気
炉
の
新
設
を

進
め
る
動
き
が
あ
り
、
日
本
で
も
「
電

炉
比
率
」
が
高
ま
っ
て
い
き
そ
う
だ
▼
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
多
く
は
、建
築
物
や
イ
ン
フ
ラ
、工
業
製
品
な

ど
の
形
で
社
会
に
蓄
積
さ
れ
た
鋼
材
の
中
か
ら
一

定
の
割
合
で
発
生
す
る
。
先
進
国
の
鉄
鋼
蓄
積
量

は
国
民
一
人
当
た
り
8
―
12
㌧
と
い
わ
れ
る
。
発

展
途
上
国
は
、
こ
の
水
準
を
下
回
る
が
一
般
的
に

経
済
発
展
に
伴
い
蓄
積
量
は
増
え
て
い
く
▼
世
界

全
体
の
蓄
積
量
は
現
在
3
5
0
億
㌧
前
後
と
み
ら

れ
る
。
世
界
の
人
口
は
約
80
億
人
、
21
世
紀
中
に

は
1
0
0
億
人
を
超
え
る
見
通
し
だ
。
全
て
の
国

が
先
進
国
並
み
の
経
済
水
準
に
な
る
と
蓄
積
量
は

8
0
0
億
―
1
0
0
0
億
㌧
に
達
す
る
▼
こ
れ
か

ら
増
え
る
部
分
は
、
基
本
的
に
電
気
炉
で
は
生
産

で
き
な
い
。
世
界
経
済
が
成
長
を
継
続
す
る
前
提

に
立
つ
な
ら
、
天
然
資
源
（
鉄
鉱
石
）
か
ら
鉄
を

取
り
出
す
役
割
は
、
今
後
も
数
十
年
単
位
で
誰
か

が
担
う
必
要
が
あ
る
。
世
界
に
は
高
炉
、
そ
し
て

将
来
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ス
チ
ー
ル
が
不
可
欠
だ
。

きょうの紙面

車載・半導体向け成長持続

大谷加工、プラズマ更新
ステンレス流通の大谷加工

は、那須工場のプラズマ切断
機を更新する。ステンレス極
厚板や広幅厚板への対応を強
化する。

浦安、「収益改善」は16％

トヨタ大幅減産の影響は

マーケット情報
三菱UFJ銀行
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〈5面に主要企業株価欄〉
15日調べ、円

�
�

関東地区、円

現地14日
�

中心限月、現地14日、ドル
�

中心限月、現地14日、元
�
�

現地14日、ドル
�

44,000―45,500

10面 非鉄ニュース

2面 鉄鋼ニュース

3面 鉄鋼ニュース

4面 中日本ネットワーク

110.65
130.97
17.34

9407.0
2847.0
19640.0
3015.0

158.39
2,307.0
1,902.0
750.0

48,300
58,300

4221

70.46

5598
5763

121.58
中国輸入鉄鉱石湾岸価格

東証終値

鉄スクラップ総合価格

鉄スクラップ湾岸価格

バルチック海運指数

15日10時
ドル
ユーロ
人民元

H2
新断バラ

異形棒鋼
熱延鋼板

（CISA調べ）

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

WTI原油先物

30,511.71
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

中国先物市場

外為TTS

H2

需要持ち直しが続く厚板

強弱材料混在し見通し難

2021.9.16

車向け変調も供給余力低下

品
薄
、市
況
強
も
ち
あ
い

10
―
12
月

流
通
「
14
万
円
」へ
売
り
腰
強
く

半導体装置向け「ＬＥＸ」


